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目的

音楽科教育が担うべき重要な役割のーっとして、

創造性の育成が挙げられる。従来から行われてきた

歌唱活動や器楽の演奏活動において、想像力の育成

を中心とはしているが、創造性の育成に直接寄与で

きるような活動の展開はできないのであろうか。ま

たその際に、指導者はどのようなかかわり方をする

ことが望ましいのか。このような問題を解決するた

め再表現における創造性について考察し、その観点

について整理する。そして再表現における創造性と

は何かを明らかにすることを目的とする。

結果

再表現における創造性とは、音楽に対する一つ一

つの解釈を新たにし、っくり上げていくことにあっ

た。今回分析した映像での音楽家の言葉は、形式的

側面についてのみ指示するのではなく、内容的側面、

技能的側面、文化的側面が相まって語られていた。

このことが音楽表現に深みと豊かさを増していると

思われる。音楽教育実践の現場では、高度な音楽教

育を受けてきたプロの演奏家ではないため、さらに

噛み砕いた説明が必要になると思われるが、形式的

側面についての指示を出す際も内容的側面、技能的

側面、文化的側面と関わらせることが重要であると

いえた。

方法

はじめに、創造'性の定義について検討する。つぎ

にレーザーディスク「世界の名指揮者jのうちノイ

マン指揮、レオノーレ序曲第3番を取り上げ、作品(演

奏)をつくる過程における指揮者ノイマン(音楽家)

の言葉を、西園芳信の音楽の形式的側面、内容的側

面、技能的側面、文化的側面の4側面に分けて分析し、

これを元に、創造'性に結びつく発言内容から再表現

における創造性とは何かということについて明らか

にする。

内容

1.創造性の定義に関する検討

(1)川喜多は「創造性とは、発明発見の能力ではなく、

問題解決能力のこと、創造と伝統(保守)は互いに

相からみながら社会の発展に寄与する。なすに値す

る切実なものごとを、おのれの主体性と責任におい

て、創意工夫を凝らして達成することである。J1) 

と述べている。一般には新しいものをつくったり発

見したりすることが創造であると捉えられている。

が、川喜多は創造とは，問題解決の能力であると捉

えている。音楽活動に置き換えると即興表現や作曲

活動のみに創造性が育まれるのではなく、鑑賞活動

における「どのように聴取するか」や再表現活動に

おける「どのように表現するか」という問題を解決

するところにも創造性が育まれると言えるだろう。

(2)日本創造学会の定義

日本創造学会では創造性について以下のように定

義している2)。

人が(創造的人間/発達)

問題を(問題定義/問題意識)

異質な情報群を組み合わせ(情報処理/創造思考)

統合して解決し(解決手順/創造技法)

社会あるいは個人レベルで(創造性教育/天才論)

新しい価値を生むこと(評価法/価値論)

川喜多と同様に問題を解決する過程を経て生まれ

る新しい価値観であると定義している。

(3)音楽活動(再表現)における創造性とは何か。

以上のことを踏まえて、再表現における創造性と

は、音楽を聴いたり楽譜を読んだりする活動から、

どのような表現をつくるのかという問題を解決する

ために、試行錯誤しながらよりよい表現を求め、そ

こに生まれる価値観であると仮説的に定義する。

2.音楽家が練習で話す内容の分析

レオノーレ序曲第 3番 3)をノイマンがどのように

つくっていくのか楽団員に指示や思いをどのように

伝えていったのかについて、その内容を西園芳信の

表現の論理 4)から導出した①音楽の形式的側面、②

音楽の内容的側面、③音楽の文化的側面、④音楽の

技能的側面に分けて分析をした。分析を通して以下

のことが明らかとなった。

①音楽の形式的側面についての指示は明確である。

②形式的側面についての指示をする際にも、以下の

ような比癒的な表現が用いられる。例:rもう一度
序奏の部分を管楽器の最初の一撃とその後のディミ

ヌエンドは大変に難しい声楽に当てはめて考えれば

わかるが高い単一音を弱めるのは至難の技です。」

③音楽の内容的側面については、形式的側面で指示

したことを指揮者自身がイメージした内容として伝

えている。例:rこの最初の小節の役目は我々をベー
トーベンの世界へと導き入れることです。曲が始ま
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るまでは現世だが一拍目が鳴った瞬間、魔法のよう

にベートーベンだけの世界になる。」

④音楽の技能的側面についての指示は具体的で比喰

的な表現も併せて使っている。

⑤音楽の内容的側面においても比喰的な表現が用い

られている。例:I深いため息をつくように陰うつ

な雰囲気で」

⑥音楽の文化的側面についても、形式的側面での指

示を補完する形で紹介されている。例:I権力者に

よって投獄された失意の無実の人間、残念なことに

時代を問わず常に存在している状況だがそして彼を

愛し救い出そうとする妻、物語の出発点であるこれ

らの要素がこの序奏にはすべて書かれている。」

表1音楽家が楽団員に語る内容の分析一部抜粋

音楽の形式的 音楽の内容的 音楽の文化的 音楽の技能的

側面 側面 側面 側面

管楽器のデ、イ 曲が始まるま ここに描写さ 力強く音を断

ミヌエンド では現世だが れている状況 ち切ったら弱

一拍目が鳴っ は物語全体の くして次の弦

た瞬間、魔法 素地となりオ の入りは柔ら

のようにベー ペラの性格も かく

トーベンだけ 表している牢

の世界になる 獄のフロレス

タン。権力者

旋律(クラリ プロレスタン によって拡掛

ネットとフア の輪郭がはっ された失意の

ゴ、ットとトロ きりと感じら 無実の人問、

ンボーン) れなければ、 残念なことに

これこそ朝試 時代を問わず 全員で管楽器

のフロレスタ 常に存在して のために柔ら

ンだ いる状況だが かな下地を整

音楽の中身は そして彼を愛 えてあげるよ

彼の愛情や苦 し救い出そう うに

悩、憧れそし とする妻、物

てレオノーレ 語の出発点で

への思いだ あるこれらの

要素がこの序

奏にはすべて

書かれている

これらの分析を通して、再表現における創造性と

は、音楽を一つ一つ新たに解釈していくことにある

といえた。その際に、例えばディミニエンドの表現

を音楽家が要求する際も、音楽の内容的側面や技能

的側面をかかわらせた比喰表現や技能的側面におけ

る比喰を用いることで、指揮者(音楽家)が演奏者

と理解を深めていく姿が認められた。このような姿

が再表現における創造性を培うものといえるだろ

フ。

注

1) 川喜多二郎 (2013)~.創造性とは何か』祥伝社， p.184 

これは、 1993年刊行の『創造と伝統』より、その第1章を

新書化したものである。町法を確立した筆者は音楽につ

いて言及したわけで、はないが創造性とは何かという根源的

な聞いに答えている。

2) 高橋誠編 (2002) r創造性とは何かJ~創造力事典』

日科技連出版社， p.18 

3) レーザーディスク 「世界の名指揮者」 クライパー、

フリッチャイ、ノイマン他、パーツラフ・ノイマン指揮、

レオノーレ、オペラフィデリオ.主人公レオノーレが

「フィデリオ」とし、う名で男性に変装して監獄に潜入し、政

治犯として拘留されている夫フロレスタンを救出する物語。

ベートーベンが完成させた唯一のオペラ。レオノーレ 歌

劇1]((レオノーレ))(フィデリオ)の改訂上演のために、そ

の序曲としてレオノーレ序曲第 2番を改作する形で作曲さ

れたものである。初演はオペラの上演と同時にl鰯年3月

29日、アン・デア・ウィーン劇場にて、イグナーツ・フォン・

ザイフリート (IgnazXaver Ri tter von Seyfried)の指揮に

よって行われた。《フィデリオ》にはこの楽曲の前に 1曲、

後に 2曲の序曲が書かれており(フィデ、リオ序曲を参照)、

単独で演奏される機会はこの「レオノーレ序曲第 3番Jが

最も多い。グスタフ・マーラーが始めたと言われる習慣と

して、《フィデリオ》上演の際、第 2幕第 2場の前にこの

序曲が挿入されることがある。

4) 西園芳信 (2∞5)r学校音楽科カリキュラム構成に関する
教育実践学的研究 『芸術の知』の能力の育成を目的と

して」風間書房， pp.299-3oo 
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